






























































































































































































































































































































































トールの地に建っている。エベレスト(8,848メー トル)やロー ツエ(8,511メー トル)など十数座の
ヒマラヤの山々を眺望できるシャンボチェの丘の東端、正確にいえばオム・ラッサという場所に
それは建っている。かつてはカトマンズからその地域まで、山を越え谷を渡って十数日間歩かな
ければ到達できなかったが、ホテルが建ってからは軽飛行機で近くまで来ることができ、距離が
1.5キロ、標高差80メートルを１時間かけて歩けば到達可能となっている。
エベレストの頂上まで登ってヒマラヤの山々を見下ろすというところまでは無理でも、せめて
間近に見ることはできないかという顧客の願望を申し分なく満たすものとして、ホテル・エベレ
スト・ビューは機能する。このホテルはその独自性で明確に差別化された観光商品だということ
ができる。また、このホテルに泊まることを望む客層が存在することも間違いなく－少なくと
も、エベレスト登頂を目指す公募登山隊への参加を体力的な面と金銭的な面で断念せざるを得な
かった客層の存在することは間違いなく一、標的マーケティングとして有効である。
ただ、ネパールにも大きな観光収入をもたらすこのホテル・エベレスト・ビューはマーケティ
ングという観点から誕生したわけではなかった。それはトポフィリア(場所愛)というべき共通感
情の発生(吉田2006)という観点からしか説明できないケースである。
ホテル・エベレスト・ビューを建設した宮原窺はもともと第４次南極地域観測隊やヒマラヤ登
山隊に参加したり、グリーンランド遠征隊では隊長を務めるなど探検家の資質を持った人間だっ
た。
宮原が最初にネパールに来たのは1962年、日本大学ムクト・ヒマール登山隊メンバー４人の中
の一人としてである。まだヒマラヤ登山が大冒険と見なされていた時代だった。そこでの経験は
宮原に次のような感慨を抱かせた。「それまで登山以外のことには見向きもしなかった私にとっ
て、ネパールの山村から山村へと歩いた道は､そこに住む村人たちと接したという意味において、
ヒマラヤ登山以上に強い印象となって残った。それは自分でも予期しないことだったが、山村の
生活の厳しさと貧しさに接した私のはげしい反応であった」（宮原1982：９９－１００)。
ネパールで宮原に起こったのは、それまでの大自然を相手とした冒険的行為への関心から、自
然の中で生きる人間に対する関心、というより共感への移行だった。それはマーケティングでい
う(商業的な)経験価値の獲得であるよりも、フランスに長く滞在した哲学者森有正のいうような
(森1967:54-55)、その人間の内面を創っていくような本質的な、本物の経験だった。それはやが
て共通感情を育んでいく。宮原は登山や旅行でなく、ネパールで腰を落ち着けて、ネパール人の
ために何か仕事をしてみたいという思いを抱くようになったのである。ネパールからの帰国後、
宮原は準備に取りかかる。それまでは工業化学出身ということで実験室勤めだったが、機械技術
を身につけ、機械加工から溶接、工程管理といった工場内のさまざまな仕事の経験を積む。その
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後､宮原はネパール通商産業省の中小企業局に技術アドバイザーということで勤めることになる。
ネパール語も必要ということで、ネパール外務省が運営する言語学校のネパール語科にも籍を置
く。そこでネパール語の会話や読み書きだけでなくネパールの歴史なども学ぶことになる。
ネパールに滞在して２年ほどで宮原にはこの国には工業よりも観光産業がふさわしいのではな
いかとの漠然とした考えが生まれる。そんな中、あるきっかけで、ネパールに来てからの２年間、
すっかり遠ざかっていた山々を間近に見ること機会に恵まれる。他ならぬ、オム・ラッサでのこ
とである。その時の経験は次のように書かれている。「林をぬけて、突然ヒマラヤを目のあたり
にするときは、その美しさに思わず嘆声が出た。キラキラと輝く朝の陽光を浴びて丘の上に立つ
と、なぜか胸のそこからわきたつような喜びがこみ上げてきた。／想像していたとおり、オム・
ラッサからの展望は、タンボチェに劣らず素晴らしかった。改めて、世界中にこんなにも美しく、
雄大な景色の場所は、他にないのではなかろうかと思った」（宮原1982:44)。
1968年のこの経験が、ネパールの産業振興のためにもなるホテル建設へと宮原を向かわせるこ
とになった。その地でのホテル建設がビジネスであるよりはアドベンチャーだとは宮原自身も、
ネパール人の友人たちも感じてはいた。しかし、ネパールでの２年間、献身的に仕事をしてきた
宮原には援助の手も差し伸べられる。結果的にホテルと飛行場建設のために集まった資金は総額
１億2,700万円となるが、そこには日本で集められた資金の他､ネパール人の友人たちの500万円、
ネパール政府からの融資が2,500万円、飛行場建設のための補助金1,800万円、ネパール民間融資
1,000万円なども含まれている。
今日の環境保全・自然保護重視の時代にあっては、豊かな自然に恵まれた絶景の地にホテルを
建てるということが適切だったかどうかについては議論があるかもしれない。日本自然保護協会
(ＮＡＣＳ－Ｊ）が示しているエコツーリズムのガイドラインでは、その地域の自然・文化に悪影
響を与えるような規模の宿泊施設は好ましくないことや、宿泊施設の経営が外部の人間に委ねら
れることは好ましくないことが謡われている（日本自然保護協会1994:12)。しかし、今日の思想
が時間を遡及して過去の時代を判断することはできないという論理ではなく、おそらくネパール
にトポフイリア、あるいは共通感情を抱く宮原鋼がこの事業の推進者であったことは、ネパール
にとって幸いであったというべきである。巨大なホテル・チェーンやひたすら利益を追求するだ
けの事業者によるホテル建設でなかったことはネパールにとって幸いだった。
それは次のような事情による。
まずホテルの規模である。客室数は12部屋であり、エクストラベッドを入れたとしても27名ま
でしか泊まれない規模である。エコツーリズムの基本的な理念は、過剰な安楽さを求めないとい
うところにあった。都市や高級リゾートのエアコン完備のホテルとは違って、冷える夜には湯た
んぽの貸し出しが行なわれる。マス・ツーリズムがそうであったような、願望の実現を可能な限
り考慮するという方向に行かないのがエコツーリズムなどスモール･ツーリズムの発想の基本で
ある。ここでは、それまでごく限られた登山家やトレッキングをする人間にしか眺められなかっ
た景観が見られることが最大の贈り物(＝経験価値、感動の源)であり、それ以上の施設の便利さ
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を求めるべきではない。
宮原はホテル建設に反対の意思を表明していたヒラリー卿と面談した際、卿からはその地を商
業目的のために利用すべきではない、シェルパの文化が破壊されてしまうのではないかとも指摘
されている。それに対して宮原は次のように述べている。
どちらにせよ、社会の発展にとって、より重要なことは、その地域の人たち、または一民
族、あるいは国家が自らの意志として何かをしていくということではないだろうか。外部か
ら与えられるだけでは、決して社会がよくなるとは思えない。私はそう考えたとき、このホ
テルは、現地の人たちと一緒に考え、一緒に仕事をし、その社会の中に組み込んでいくとい
う基本的態度だけは崩してはならないと思った。（宮原1982:118）
ホテル・エベレスト・ビューは結果的に標的マーケティングの見事な実践事例といえるが、い
ま見てきたように、宮原本人にはそうした意識はなく、ネパールの人たち、なかんずくシェルパ
族の人たちへの共感抜きにはありえなかった事業だという点こそ重要である。
私たちは日本においても結果的に標的マーケティングの実践事例と捉えることが可能ではある
ものの、むしろトポフィリア、あるいは共通感情の発生により事業が成功した事例を後に検証し
てみるつもりである。
(以下次号）
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